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はじめに  有機 ELは近年の盛んな研究開発によって実用化段階に到達している。透明電極には Indium 

Tin Oxide（ITO）を用いることが一般的だが、導電性高分子材料 poly(3,4-ethylenedioxythiophene):poly(4-

styrenesulfonate) (PEDOT:PSS)は不活性溶媒を添加することで導電率が著しく向上することから透明電極

の新たな候補として検討されている。我々はこれまで、時間分解電界誘起光第二次高調波発生測定法（TR-

EFISHG 法）を用いて積層有機 EL素子内部の電界分布を測定しキャリア挙動を解析してきた[1]。今回こ

の方法を用いて PEDOT:PSS および ITOを電極とする素子のキャリア挙動を比較検討した。 

実験  Fig.1のように正孔輸送層に α-NPD、発光層および電子輸送層にAlq3、

陰極に Alをそれぞれ真空蒸着法で製膜した二層積層有機 ELについて、陽極に

ITO、PEDOT:PSS を用いた２通りのサンプルを作成した。このとき PEDOT:PSS

はソルビトールを 5wt％添加したものを使用し、スピンコート法で製膜した。

これらのサンプルに-10V~10V の範囲で直流電圧を印加した際に流れる電流と

発光強度を測定した。さらに、10V の方形波電圧を印加し TR-EFISHG 法によっ

て、α-NPD層にかかる電界および α-NPD/ Alq3 界面の蓄積電荷の時間変化を観

測した。 

結果及び検討  I-V 特性、EL-V 特性をそれぞれ

Fig.2, Fig.3 に示す。これより PEDOT:PSSを用いた方

が低い電圧から電流を流し始め、同電圧ではより強く

発光した。また Fig.4は上から順に、印加した 10Vの

方形波電圧波形、SHG強度、SHG強度から求めた α-

NPD層にかかる電界、α-NPD/ Alq3 界面の蓄積電荷の

時間変化を表している。PEDOT:PSS を電極として用

いることで正孔注入が促進され、同一電圧印加のもと

では ITO を用いたサンプルに比べて界面電荷量が増

加した。また PEDOT:PSSを用いた方が短い時間で蓄

積が起こった。 

結論  EFISHG測定により、PEDOT:PSSを電極として

用いると、ITO 電極に比べて正孔注入が促進し、α-NPD/ 

Alq3 界面に短い時間で大きな電荷量を蓄積して EL強度

増大につながることを示した。 
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Fig. 1 Device structure and 

experimental setup for the 

EFISHG measurement. 

Fig. 3 I-V characteristics. 

Fig. 4 EFISHG measurement of ITO/α-NPD/Alq3/Al device (a) 

and PEDOT:PSS/α-NPD/Alq3/Al device (b). 

Fig. 2 EL-V characteristics. 
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